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Ｉｎｆｒａ Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ 



  下部構造の要素 

  ・安全 

  ・食糧 

  ・エネルギー 

  ・交流 



（図－３） 下部構造ジグソーパズルのピースモデル 

（図－４） ピース破壊による文明崩壊 

作図：リバーフロント整備センター竹村・沼田 



    

 ２１世紀の日本文明の課題  

  ー人口減少化のインフラ管理ー 

  ー政府予算の縮小と人材枯渇ー 

 





日本のＧＤＰ（名目）の推移 

521 

（出典：「長期遡及主要系列国民経済計算報告 平成2年基準」経済企画庁、「国民経済計算年報 平成12年度版」経済企画庁をもとに竹村作成） 
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萎縮する行政 



縦割り行政モデル 



官民一体の水インフラ整備 



民間によるインフラ投資（案）イメージ 
コ
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水道幹線 

下水道幹線 
改築 

浄 水 場 

下水道処理場 
改築 



２１世紀の新しい行政モデル 

国 都 区 

民間企業とＮＰＯ 
 



テラ ウｫーターサイクル プロジェクト 

チーム水・日本 

代表機関：財団法人リバーフロント整備センター 
    
   東京大学、静岡大学、中央大学、九州大学、熊本大学 
   産業技術総合研究所（AIST） 
   日立製作所 
   地圏環境テクノロジー 
   セウテック 
   日本水フォーラム 
   水と環境の未来研究所  
 
   協力機関 ：宇宙航空研究機構（JAXA） 



ブロックスケールでの解析 関東地方 Confidential 



チームによる持続可能な国際貢献 

    海外水ビジネス  
   

  ーシステムにはシステムをー 

   ー戦後成功体験の克服ー 



核がある企業連合システム 

核は公共 



健全な水循環で安全で多様で活力ある生態系サービス流域の実現 

                                 

生態系サービス 
調整サービス：水浄化、土壌浄化、自然防災、花粉媒介 

供給サービス：森林、食料、漁業、工業 

文化サービス：情緒、精神、教育、宗教、観光、芸術 

生態系サービスの享受を流域内で実現（イメージ） 

着色部：生態系サービスを域内で享受できる流域 

現在のイメージ 
未来のイメージ 



化石エネルギー・ 
大量消費文明 

低炭素・持続可
能文明の模索 

地球環境悪化 

資源制約 

アジア・アフリカ途上国 

先進国近代化スタート 

  生態系サービスによる持続可能な流域の実現 （図-６） 
－先進国と1周遅れの途上国との連携と国際貢献－ 

生態系サービスの中での 

自立した持続可能な流域社会 



21世紀のインフラ 
 

  ・多様性 

  ・分散型 

  ・生態系サービスの享受 

  ・官民一体のチーム 


